
加

明
育
録
の
傅
本
一

い
就
い
ト
て

　

我
が
國
に
現
存
せ
る
傅
紗
水
明
賓
録
の
中
、
古
鈴
本
と
目
さ

れ
る
も
の
に
、
宮
内
省
闇
書
寮
本
、
内
閣
文
庫
本
、
上
野
帝
國

回
書
館
本
、
東
洋
文
庫
本
、
李
王
職
本
等
を
畢
げ
得
る
。
支
那

に
於
て
は
、
故
宮
歴
史
博
物
館
水
、
京
師
圖
書
館
本
、
哭
興
嘉

業
堂
本
二

布
を
知
る
も
の
に
、
汲
古
閣
本
、
天
一
関
本
等
が
あ
る
。
こ
れ

等
は
、
何
れ
も
、
大
胆
十
三
朝
揃
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
端
本

も
少
が
ら
す
あ
る
や
う
で
、
現
に
、
内
膝
先
生
０
書
庫
に
は
、

永
察
の
始
め
の
寫
し
が
あ
る
。

　

右
に
掲
げ
た
皆
録
の
過
牛
は
、
或
は
精
細
に
、
或
は
瞥
見
の

程
度
で
は
あ
る
が
、
寓
目
す
る
事
を
得
た
。
叉
未
見
ｏ
も
の
に

於
て
も
、
學
者
の
報
告
に
依
っ
て
、
朧
げ
な
が
ら
、
そ
の
内
容

の
察
知
出
来
る
も
の
■
s
Ｐ
あ
る
旬
で
、
取
敢
へ
す
現
在
の
知
見
を

以
て
、
こ
れ
等
賓
録
に
掴
す
る
聚
え
書
程
度
の
概
観
を
試
み
よ

う
と
思
ふ
。
而
し
て
右
に
掲
げ
た
賢
鎌
は
‘
古
鈴
本
で
は
あ
る

三

　

田

　

村

　

泰

　

助

が
、
明
廷
皇
史
家
に
収
截
さ
れ
た
賓
録
そ
０
も
の
で
な
い
こ
と

は
論
を
佻
だ
な
い
。
そ
れ
で
、
先
づ
、
員
物
の
賓
録
の
所
傅
を

考
へ
、
ぷ
る
後
、
上
掲
古
妙
本
賓
録
の
源
流
を
尋
ね
る
事
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

明
の
制
度
で
は
、
皇
帝
の
没
後
、
次
の
皇
帝
の
代
に
於
て
、

先
代
の
治
蹟
に
閲
す
る
資
料
を
纒
め
て
皆
録
を
編
纂
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
前
後
の
手
続
き
の
大
要
は
、
次
の
如
き
も
０
で

あ
っ
た
。
先
づ
新
に
編
纂
ｒ
ｔ
j
れ
た
賓
録
に
就
い
て
、
正
副
二
本

を
作
り
、
吉
日
を
恋
ん
で
正
本
を
皇
極
殿
に
奉
置
し
、
皇
帝
に

そ
の
完
成
を
報
告
し
、
併
せ
て
告
成
式
を
行
ひ
、
次
日
、
賓
録

庫
で
あ
る
皇
史
官
に
収
め
る
、
副
本
は
内
閣
に
留
貯
し
て
、
殿

閣
大
學
士
或
は
史
官
の
閲
覧
に
備
へ
る
、
そ
し
て
賢
録
編
纂
の

際
に
生
じ
た
草
稿
の
類
嗜
凡
て
閣
會
司
疆
官
纂
修
官
立
合
の

20
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・

　

’
ｉ
①

下
に
、
西
城
の
隙
地
部
ち
太
液
池
内
で
焼
き
捨
て
。
る
、
以
上
が

歴
代
行
は
れ
た
贋
し
と
怠
は
れ
る
が
、
ご
ヽ
の
事
に
依
っ
て
、
明

廷
に
は
、
歴
嘲
り
書
録
が
正
副
二
本
収
蔵
さ
れ
て
居
た
事
が
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

る
。
所
で
、
萬
暦
起
居
注
に
抹
る
と
、
嘉
靖
十
三
年
に
、
皇
史

宸
り
所
謂
正
本
音
錦
に
肆
つ
で
全
部
か
謄
寫
し
、
家
に
賓
録
一

揃
を
作
成
し
た
と
め
る
。
謄
寫
し
た
と
あ
る
以
上
、
頁
の
も
ｏ

に
手
を
入
衣
な
か
っ
た
･
i
l
思
・
轜
れ
る
が
、
唯
・
、
。
永
坐
頁
録
に
開

し
て
は
、
帝
０
謐
の
内
の
、
。
太
宗
の
所
が
成
血
λ
書
意
直
さ
れ

た
形
跡
か
あ
る
・
兎
も
キ
も
ヽ
新
に
一
部
作
ら
れ
た
謬
ゆ
ヽ
皇

史
宸
本
が
年
月
を
経
過
し
て
古
く
な
っ
た
篤
に
ヽ
更
に
、
将
来

の
保
存
に
皆
へ

‘て
改
寫
し
た
も
の
Å

傅
の
皇
史
宸
本
は
仝
部
焼
か
れ
力
も
の
ゝ
様
で
あ
る
。
そ
れ
で

萬
暦
の
始
め
。
に
君
、
嘉
靖
寫
本
皇
史
宸
蜜
鎌
と
奮
傅
の
内
閣
副

　
　
　
　
　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

本
蜜
腺
と
こ
の
二
部
が
存
し
た
譚
で
あ
る
、
二
掴
し
て
萬
暦
に
入

っ
て
更
に
」
＼
部
備
へ
っ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
萬
暦
帝
が
、
歴
代

’
の
賓
腺
を
座
右
に
備
へ
て
、
政
治
を
寛
る
時
句
參
考
に
供
す
る

篤
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
以
後
八
こ
の
賓
腺
の
閲
覧
が
閣
。
臣
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　

④

　
　
　
　
　
　

～

許
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
ら
し
い
。
‘
そ
の
節
、
こ
の
目
的
の
篤
に

内
閣
０
副
本
を
富
て
る
べ
七
と
の
意
見
も
お
っ
た
が
、
内
閣
本

は
歴
代
、
貪
録
の
編
纂
或
は
閣
臣
の
順
讃
’
｀
使
用
さ
れ
た
篤
に
、

’
非
。
常
に
汚
さ
れ
た
と
云
ふ
理
由
『
で
、
こ
れ
を
充
富
す
る
こ
と
を

止
め
て
、
改
め
て
内
閣
副
本
に
練
っ
て
、
新
其
謄
寫
せ
し
め
た

と
の
事
で
あ
る
・
元
。
来
竃
録
正
本
は
形
が
大
き
く
て
取
扱
ひ
に

不
便
で
あ
カ
バ
冊
激
が
多
過
ぎ
る
Ｉ
い
ふ
の
で
、
こ
の
時
の
分

は
適
宜
形
を
縮
少
し
う
巻
を
合
せ
て
附
数
を
少
く
し
た
と
傅
へ

ら
れ
て
居
る
。
こ
の
本
の
永
楽
の
部
分
の
零
本
と
曼
し
き
も
Ｏ

が
、
一
冊
、
’
我
が
東
洋
文
庫
に
牧
め
ら
れ
て
居
る
。
此
の
’
妙
本

に
就
い
て
、
是
迄
そ
の
来
歴
が
明
か
に
さ
れ
て
居
心
い
様
で
声

　
　

一

　
　
　
　

一

　
　
　
　

ダ

ゐ
が
ヽ
・
私
は
ｔ
１
　
注
。
の
記
貧
覧
ら
推
し
て
、
上
述
の
萬
暦
帝
使

用
の
寫
本
に
間
違
ひ
な
い
と
思
ふ
。
若
し
、
私
の
。
推
定
の
通
り

で
あ
れ
ば
、
東
洋
文
庫
の
こ
の
一
冊
は
、
今
が
所
、
誠
に
天
挙

間
の
狐
本
と
Ｉ
も
搦
す
べ
き
尤
物
と
か
‘
る
で
必
ら
う
。
。
（
恂
附
記

參
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヾ

　

兎
も
あ
れ
、
、
萬
暦
の
中
頃
に
臆
、
賓
腺
の
傅
本
は
、
皇
史
宸

本
ヽ
内
閣
副
本
及
誤
そ
の
縮
刷
本
と
鄙
合
三
部
軟
し
ｔ
居
た
事

は
、
略
々
間
逡
も
な
い
事
の
や
う
で
あ
る
。

　

萬
暦
以
後
こ

れ
た
が
、
千
頃
堂
書
目
に
糠
る
と
、
光
宗
即
ち
天
啓
資
録
は
一

度
出
釆
上
っ
た
後
、
更
に
改
修
を
施
し
た
様
で
あ
る
が
、
こ
の

’
時
、
原
本
を
破
棄
す
名
事
た
く
、
原
本
改
修
本
共
に
皇
史
宸
に

２



Ｑ
／
ｉ

　
　

収
め
た
ら
し
い
。
最
後
の
崇
綾
朝
０
分
は
、
富
然
賓
録
編
纂
Ｏ

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　

。

　
　
　
　

事
が
な
か
っ
た
。
今
度
、
梁
鴻
志
り
于
に
依
っ
て
影
印
に
附
さ

　
　
　
　

れ
た
賓
録
に
は
、
’
崇
祗
宜
録
十
七
巻
が
含
ま
れ
て
居
る
が
、
こ

れ
は
恐
ら
く
、

．
事
は
出
来
な
い

゜④後

　

人

の
偽
作
で
あ
っ
て
、
正
式
な
資
録
と
言
ふ

　

以
上
翼
物
の
賓
録
の
所
傅
に
就
い
て
、
少
し
く
考
察
を
加
へ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
傅
本
は
、
今
日
迄
り
所
、
そ
の
所

在
が
分
ら
な
い
｀
。
清
朝
の
明
史
纂
修
０
時
に
、
右
の
中
の
ど
の

皆
録
を
使
つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
も

ゝ命

未
だ
不
明
な
の
で
あ
る
。

梁
鴻
志
の
序
文
に
、
内
閣
水
が
あ
る
と
い
ふ
事
を
書
い
て
居
る

が
そ
れ
は
恐
ら
く
内
閣
副
木
の
事
か
も
知
れ
ぬ
。
但
し
そ
の
在

り
所
が
書
い
て
な
い
か
ら
何
も
な
ら
ぬ
。
私
も
、
先
年
北
京
Ｏ

故
宮
腰
史
博
物
館
に
、
明
賓
録
が
一
部
陳
列
さ
れ
て
あ
る
の
を

瞥
見
し
た
が
、
場
所
柄
ど
う
も
内
閣
副
本
で
あ
っ
た
様
な
気
が

す
る
が
、
こ
れ
亦
、
正
踪
な
事
を
記
し
得
な
い
の
を
遺
憾
に
思

ふ
。
次
に
我
が
國
及
び
民
國
に
存
す
る
古
砂
本
蜜
録
に
就
い
て

考
へ
る
こ
と
に
す
る
。四

..一

古
妙
本
賓
録
を
通
じ
て
見
る
と
、
大
畷
は
、
藍
格
１
　
行
、
若
し

く
は
、
十
一
行
の
支
那
寫
本
で
あ
る
。
中
に
は
黒
枠
無
格
本
Ｏ

も
の
も
あ
る
が
、
刊
本
は
全
然
な
い
様
で
あ
る
。

　

咤
の
謄
寫
の
年
代
で
あ
る
が
、
私
は
所
謂
書
誌
學
に
就
い
て

は
何
等
知
識
を
持
た
な
い
か
ら
、
之
等
古
鈴
木
０
形
式
と
か
紙

の
様
式
か
ら
、
何
時
の
時
代
の
も
の
と
断
定
す
る
事
を
よ
う
し

な
い
。
今
圖
書
寮
善
本
書
目
に
依
る
と
、
そ
の
所
蔵
本
を
清
初

の
も
０
と
な
し
て
居
る
。
こ
の
推
断
は
豪
北
大
學
の
祁
田
先
生

が
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
安
じ
て
先
生
に
従
ふ
べ
き

で
あ
り
、
他
の
事
情
か
ら
推
し
て
も
極
め
て
精
確
な
推
定
と
思

ふ
。
小
田
省
吾
氏
は
、
李
王
職
本
に
就
い
て
、
同
１
　
が
天
啓
賓

録
を
訣
い
で
居
る
所
か
ら
、
之
を
天
啓
年
間
の
寫
本
と
推
定
さ

　
　
　
　
　
　
　

④

れ
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
富
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理

由
を
述
べ
る
と
、
卯
ち
談
巡
の
國
権
や
、
今
度
出
た
梁
鴻
志
の

所
謂
崇
禎
賓
録
に
依
る
と
、
御
宗
賓
録
は
崇
一
・
報
三
年
十
一
月
丁

亥
に
完
成
し
た
と
記
し
て
居
る
か
ら
、
こ
の
事
賓
の
通
り
と
す

る
と
、
天
啓
年
間
に
御
崇
皆
録
の
松
木
が
あ
つ
た
と
い
ふ
の
は

お
か
し
い
の
で
、
小
田
氏
の
推
定
は
成
立
た
な
い
様
で
あ
る
。

そ
れ
で
祁
田
先
生
の
推
定
は
、
大
観
ど
０
古
鈴
本
に
も
適
用
し

先
づ
書
物
の
罷
裁
で
あ
る
が
、
ｔ
れ
迄
寓
目
し
得
た
若
干
の

　
　

て
差
支
へ
た
く
、
今
日
存
す
る
古
妙
本
は
殆
と
、
清
初
若
し
く

-22-
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は
そ
０
後
０
４
・
０
で
、
そ
れ
已
前
に
遡
る
こ
と
は
高
々
た
い
と
『

思
ふ
。
尤
も
こ
れ
は
十
三
朝
殆
ど
揃
っ
だ
紗
本
に
就
い
て
言
へ

る
こ
と
で
、
績
書
し
た
も
の
憾
明
末
の
も
０
が
￥
り
得
る
か
も

知
松
ぬ
‘
。
と
い
ふ
の
は
、
萬
暦
年
間
に
入
グ
て
。
王
世
貞
２
　
貳

の
変
節
史
學
が
盛
行
し
た
し
、
宰
相
０
張
居
正
ヽ
申
時
行
の
徒

は
皆
王
世
貞
に
開
係
が
あ
っ
て
、
前
述
の
如
く
、
秘
閣
０
賓
鎌

を
扁
讃
抜
１
　
し
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
そ
れ
等
が
民
間
に
流
布
し

た
事
は
考
へ
得
る
・
然
し
さ
う
い
っ
た
種
類
の
物
の
所
在
は
ヽ
’

寡
聞
に
し
て
識
ら
な
い
、
矢
張
り
、
顧
炎
武
が
日
知
節
で
書
い

て
居
る
様
に
、
少
く
と
も
明
一
代
に
は
秘
書
で
あ
る
賓
録
が
全

部
に
亙
っ
て
寫
さ
れ
、
民
間
に
流
布
さ
れ
た
ａ
Ｔ
'
＾
考
へ
ち
れ
な

の
原
本
咳
大
胆
内
閣
副
本
０
　
寫

　

明
賓
録
が
民
間
際
流
傅
さ
れ
た
事
に
開
し
て
は
、
最
初
、
明

史
の
編
纂
ビ
携
。
つ
た
史
官
苓
の
手
許
に
、
賓
録
の
寫
し
が
留
め

置
か
れ
た
が
″
史
官
０
家
の
没
落
そ
の
他
、
皐
者
間
の
轄
寫
等

の
事
情
に
依
り
て
民
間
に
現
は
れ
、
市
場
に
樽
費
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
０
と
推
定
さ
れ
る
。
我
國
に
存
す
る
も
０
は
、
記
録
に

徴
す
れ
ば
、
大
抵
長
崎
を
通
じ
て
唐
土
よ
り
購
入
舶
載
さ
れ
た

も
６
χ
様
で
あ
る
。

Ｉ

　

″

　

以
上
古
妙
本
０
来
降
を
考
へ
だ
が
、
之
を
要
す
。
る
に
、
明
賓

録
の
原
本
に
就
い
て
は
、
一
部
の
例
外
を
除
。
い
て
異
本
０
存
す

る
筈
は
な
い
の
で
あ
名
が
、
古
鈴
木
賓
鐘
が
夫
々
丙
容
を
異
に

す
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
次
の
様
な
事
情
に
依
る
と
思
は
れ
る
。

帥
ち
、
原
本
か
ら
の
警
寫
、
若
し
く
は
相
互
の
蒔
寫
の
際
ご

ｙ
る
事
象
に
件
ぴ
勝
な
行
数
文
字
０
脱
落
。
、
ｉ
誤
・
寫
或
臆
製
本
Ｏ

際
の
分
巻
０
．
錯
誤
等
、
偶
然
的
な
事
柄
に
起
因
し
た
と
推
定
さ

れ
る
・
こ
の
事
は
ヽ
竃
録
が
何
分
大
部
な
も
び
で
あ
る
以
上
免

れ
難
い
現
象
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
原
木
が
存
し
な
い

以
£
、
上
記
古
鈴
本
に
抹
っ
て
淑
型
を
復
現
す
る
以
外
に
は
手

段
が
な
い
の
で
、
そ
の
目
。
的
の
篤
に
は
、
二
々
古
鈴
本
に
就
い

て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
そ
の
事
を
考
察
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

三

　

一
、
宮
内
省
圖
書
寮
本

　

同
書
は
、
元
来
紅
葉
山
文
庫
奮
絨
０
も
ｅ
で
あ
っ
た
が
ヽ
明

治
二
十
四
年
祀
府
に
絨
さ
れ
た
と
云
ふ
事
で
あ
駄
奮
紅
葉
山

文
庫
本
は
多
く
現
在
の
内
閣
文
庫
に
襲
蔵
さ
れ
て
居
て
、
同
文

庫
に
は
現
に
明
賓
蜂
が
二
本
存
し
て
居
る
。
こ
の
事
か
ら
考
ぺ

る
と
、
奮
紅
葉
巾
文
庫
に
は
都
合
三
部
の
賓
蜂
が
截
さ
れ
て
居

-23-
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た
鐸
で
あ
る
が
、
そ
の
内
ｏ
一
部
が
、
腿
府
に
収
め
ら
れ
た
次

第
に
開
し
て
は
、
聞
く
。
所
に
依
れ
ば
、
右
三
部
の
中
最
良
の
も

の
を
一
部
撰
ん
亡
帝
室
の
有
で
諮
せ
し
め
た
と
惰
へ
ら
れ
る
。

以
っ
て
圖
書
寮
本
が
如
何
に
優
れ
た
も
の
？

よ
う
。
然
し
乍
ら
私
の
調
査
に
依
る
と
、
全
部
が
全
部
精
良
な

る
も
の
と
い
ふ
詳
に
は
い
概
な
か
っ
た
。
。
以
下
同
書
に
就
い
て

少
し
く
述
べ
ぢ
パ

　

同
書
は
泰
昌
天
啓
の
分
は
之
を
訣
き
、
仝
幄
り
巻
数
は
萬
暦

の
部
を
除
い
て
、
・
凡
て
、
明
史
略
文
志
所
載
の
谷
数
（
以
下
話

文
志
記
載
０
も
の
を
以
て
正
式
の
も
の
と
な
す
）
に
一
致
し
て

居
る
。
萬
暦
肯
録
は
萬
暦
四
十
一
年
七
月
迄
瓦
百
九
谷
で
、
正

式
０
巻
数
た
る
五
百
九
十
四
巻
に
足
り
な
い
。
書
物
の
醵
裁
よ

り
見
る
と
、
二
つ
に
分
れ
、
太
阻
Ｉ
り
武
宗
迄
は
、
藍
格
十
行

本
、
嘉
靖
隆
慶
萬
暦
は
黒
枠
無
格
水
で
あ
る
。
狗
同
書
に
は
、
７

蕉
幕
昌
平
校
教
授
柴
野
栗
山
の
手
に
よ
っ
て
朱
書
の
句
讃
勘
が

打
た
れ
、
併
せ
て
校
勘
が
施
さ
拾
て
あ
る
ｔ
>
内
容
を
検
討
す
る

に
、
太
祖
よ
り
武
宗
迄
は
、
私
が
是
迄
寓
目
し
た
諸
本
中
、
最

良
０
精
寫
本
で
あ
る
事
を
確
信
す
る
。
こ
蜂
靖
以
後
は
ヽ
そ
れ
迄

の
分
と
寫
本
の
形
式
が
異
っ
て
居
る
と
同
時
に
、
内
容
に
於
て

も
、
前
者
に
毅
ぺ
て
、
鼎
め
て
悪
き
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
以
後

の
も
の
ゝ
表
紙
の
裏
に
、
恐
ら
く
柴
野
氏
０
手
に
よ
っ
て
な
さ

紅
た
も
の
。
で
あ
ら
う
が
、
次
の
如
く
書
い
て
あ
る
。
即
ち
「
書

中
處
々
墨
前
シ
書
直
シ
等
ノ
處
原
本
ヲ
以
テ
校
合
仕
候
哉
又
ハ

後
人
ノ
臆
見
ヲ
以
テ
正
シ
中
候
哉
寫
本
ニ
テ
不
詳
奉
存
候
二
付

共
僕
一
一
テ
差
置
申
候
」
と
あ
る
。
嘉
靖
以
後
は
内
閣
本
上
野
本

に
劣
る
事
散
等
で
あ
る
。

　

二
ヽ
’
内
閣
文
庫
本
。
、

　

同
木
は
内
閣
文
庫
漢
書
目
録
に
依
る
と
、
二
通
４
　
る
。
一
は

仁
宗
以
下
光
宗
に
至
る
迄
に
て
六
八
七
附
本
、
他
は
太
祖
よ
り

穆
宗
に
至
る
迄
凡
ｔ
五
〇
一
冊
本
で
あ
る
。
京
都
帝
國
大
學
木

は
こ
の
書
の
寫
し
で
あ
る
が
、
故
内
膝
先
生
の
御
教
示
に
よ
る

と
、
内
閣
所
職
の
二
本
を
彼
此
校
合
際
寫
ぜ
し
め
た
と
０
事
で

あ
っ
た
。
二
本
０
中
、
何
れ
を
主
と
な
し
た
か
は
承
は
ら
な
か

っ
た
が
、
私
の
臆
測
に
よ
る
と
、
六
八
七
１
　
本
を
基
」
な
’
し
、

’
他
の
一
本
を
以
て
補
っ
た
も
の
０
や
う
に
思
ふ
。
而
し
て
京
大

本
は
、
内
閣
０
二
本
を
校
合
謄
寫
し
た
の
で
あ
る
が
、
内
閣
本

そ
０
も
の
が
甚
し
き
悪
卯
木
で
あ
・
る
。
例
せ
ば
永
豪
者
録
は
序

表
を
映
き
、
仁
宗
賓
録
は
正
武
の
巻
数
た
る
十
春
が
五
谷
し
か

な
谷
鴨
暦
賓
録
は
本
辞
の
五
九
七
春
本
ｒ
な
く
て
。
別
種
Ｑ

記
録
ｔ
以
ｗ
賢
灘
と
な
し
。
泰
0
1
1
1
1
天
啓
責
録
は
之
を
映
い
ｔ
居
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る
・
。
そ
４
他
撒
数
に
は
具
同
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
於
ｔ
、
’

年
の
み
あ
っ
て
月
日
干
波
の
な
き
箇
所
あ
‘
り
、
他
０
本
に
は
一

巻
、
０
中
。
に
記
載
さ
れ
て
居
る
事
を
、
こ
０
木
に
は
数
巻
に
分
ち

居
り
’
　
ｍ
ｙ
.
年
月
を
躍
に
せ
す
、
叉
京
大
木
自
身
二
本
を
機
械

的
に
合
し
た
結
果
、
一
月
に
六
十
鯨
日
を
数
ふ
る
巻
必
り
、
そ

の
他
、
行
の
脱
落
誤
字
脱
字
枚
挙
に
返
な
く
、
こ
の
種
’
の
も
の
’

ぐ
中
ヽ
極
め
て
悪
し
き
部
類
に
屡
す
る
も
の
で
ざ
る
。
唯
嘉
靖

隆
慶
賓
録
は
、
圖
書
寮
本
よ
り
少
し
く
９
　
つ
て
居
る
ご
と
は
注

目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
恂
内
閣
原
鈴
本
に
は
光
宗
起
居
注
の
一

部
し

χ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

鯨
事
で
は
あ
恥
が
、
内
閣
原
鈴
本
及
び
圖
書
寮
本
が
如
何
に

し
て
苑
楓
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
か
は
そ
０
事
情
を
詳
に
し
た

　

⑩

　
　
　
　

―
仰

　
　

’

い
。
但
し
御
文
庫
始
末
記
昿
抹
る
と
、
徳
川
千
代
将
軍
家
治
Ｏ

明
和
一
立
年
正
月
（
乾
隆
三
十
三
者
に
明
列
朝
変
録
及
び
古
今

圖
書
集
成
を
備
へ
る
べ
き
を
命
じ
て
居
る
か
ら
右
賓
録
は
、
そ

の
時
以
後
。
、
唐
商
が
幕
府
０
命
を
受
け
、
長
崎
を
通
じ
て
彊
土

よ
り
購
入
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
。
内
閣
本
の
中
、
五
〇
一
附
本

は
そ
の
所
傅
が
判
明
し
て
居
る
。
卸
ち
佐
伯
侯
毛
利
氏
０
献
上

　
　

本
で
昌
平
校
に
蔵
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
が
、
佐
伯
毛
利
侯

５

　

は
恐
ら
べ
長
崎
よ
り
購
入
し
た
も
の
Ｘ
様
で
あ
る
略

　
　

ダ
｀

　

ご
て
上
野
圖
書
館
本

　

同
書
は
我
が
美
濃
版
大
‐
の
五
百
一
冊
よ
り
な
り
、
藍
格
十
行

の
寫
本
で
あ
る
。
大
組
よ
り
穆
宗
迄
は
、
そ
の
巻
数
は
正
・
式
Ｏ

右
の
砲
一
致
し
。
て
居
る
。
。
但
し
萬
暦
以
降
り

西
學
士
の
指
摘
し
た
様
に
、
官
録
で
た
く
て
、
今
日
に
於
て
は
、

天
下
の
稀
癩
０
ぎ
査
る
萬
暦
及
び
一
一
〈
省
思
居
注
を
以
で
こ
れ
に

営
て
ｘ
居
る
。
さ
れ
ば
結
局
に
於
て
、
伺
。
１
　
は
萬
暦
膝
。
昌
天
啓

の
三
賓
録
を
映
卜
て
居
る
事
に
た
る
・
上
野
本
は
、
そ
が
内
容

に
於
て
、
圖
書
寮
本
０
精
に
は
及
ぼ
な
い
が
、
内
閣
本
に
勝
る

事
数
等
や
あ
る
・
牲
纒

一
等
の
も
の
と
考
へ
る
。
尤
も
、
そ
れ
は
程
度
の
相
違
で
あ
っ

て
、
上
野
本
自
身
極
め
て
優
秀
な
る
も
の
と
す
る
事
は
出
来
な

　

四
、
李
王
喊
本

　
　

こ
の

’
て
居
ら

杵穆
に
開
し
て
は
、
既
に
小
田
省
吾
氏
が
解
説
を
考
い

そ
の
来
歴
に
就
い
て
、
同
１
　
は
、
。
李
朝
純
祗
の
時

北
京
よ
い
り
購
入
さ
れ
た
も
０
で
あ
り
、
明
史
紀
事
本
末
の
著
者

谷
吉
海
の
奮
蔵
０
も
の
と
推
定
き
れ
て
居
る
。
而
し
て
｀
同
１
　
の

仝
膿
の
巻
数
は
正
式
の
も
の
と
合
致
し
な
い
も
の
が
多
い
。
小

珀
氏
は
、
相
違
せ
^
０
理
由
を
、
元
来
明
賓
録
に
厨
本
と
改
修
木
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と
が
存
し
。
て
居
た
篤
と
さ
れ
て
居
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ぽ
、
こ

れ
は
鈴
木
を
寫
し
た
も
の
が
、
勝
手
に
分
巻
し
た
も
０
と
思
ふ
。

私
か
此
０
本
釘
調
査
し
た
の
は
昭
和
八
年
夏
の
事
で
あ
ひ
、
そ

０
節
賓
鉄
抄
出
の
業
は
太
組
を
絡
へ
た
の
み
で
あ
つ
た
。
そ
の

　

⑩

　

ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ

抜
１
　
乙
以
て
李
王
城
本
と
對
校
し
た
０
で
あ
る
か
’
ら
、
か
ぐ
一

部
を
以
て
、
仝
機
を
推
す
は
、
不
富
の
嫌
が
あ
る
が
、
太
１
　
Ｏ

　

、

　

ヽ

分
だ
け
に
就
い

　

見
る
と
、
先
づ
巻
数
は
李
本
は
三
九
四
谷
あ

つ
て
正
式
の
二
丘
七
巻
よ
り
大
部
多
い
。
そ
の
内
容
を
仔
細
に

瞼
討
す
る
と
ヽ
李
王
４
　
本
は
恣
意
的
に
分
巷
し
て
巻
数
を
堵
し

た
の
み
で
、
内
容
ふ
ら
見
て
、
そ
０
間
に
妙
本
０
原
本
に
異
本

あ
る
を
思
は
し
め
る
も
の
は
何
も
な
く
。
こ
れ
は
全
く
韓
寫
の

際
０
手
入
れ
に
基
く
も
の
Ｘ
様
に
思
ふ
。
そ
の
記
事
は
誤
字
脆

宇
可
成
り
多
く
見
受
け
ら
れ
、
決
し
て
内
閣
本
に
勝
る
と
い
ふ

謬
に
は
ゆ
か
ぬ
。

　

五
、
瀋
陽
圖
書
館
本

　

こ
の
書
も
昭
和
八
年
．
に
調
査
し
・
だ
が
、
最
近
松
浦
嘉
三
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　
　

⑩

の
手
に
依
っ
て
満
洲
學
報
に
詳
細
な
る
報
告
が
発
表
さ
れ
た
斂

．
に
説
明
を
省
く
。
こ
の
書
は
二
三
９
分
を
除
く
外
は
責
録
の
寫

本
で
な
く
て
、
抜
書
本
で
あ
る
。
故
・
に
完
全
な
る
賓
録
と
し
て

取
扱
ふ
憚
に
は
ゆ
か
ね
。

　

ｙ

　
　
　
　
　
　
　

、

但
抄
出
し
て
あ
る
部
分
は
、
優
境
開
係
０
　
も
０
多
く
、
そ
０
限

り
に
於
て
可
成
り
の
優
秀
な
る
寫
本
と
思
ふ
。

　

六
、
江
蘇
國
學
圖
書
館
本

　

近
時
、
南
京
の
梁
鴻
志
の
手
に
依
っ
て
影
印
に
附
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
０
原
鈴
本
０
所
偉
に
就
い
て
は
、
梁
氏
の
序

文
を
見
る
と
、
唯
傅
鈴
本
と
誌
し
て
あ
る
だ
け
で
何
等
手
懸
り

が
な
い
。
北
京
大
學
の
今
西
學
士
を
煩
は
し
て
彼
の
。
地
の
消
息

を
聞
い
て
貰
っ
た
が
、
矢
張
不
明
ど
の
事
で
あ
る
。
而
も
、
一

部
に
は
Ｉ
Ｏ
本
は
呉
興
の
嘉
業
堂
本
の
寫
し
と
い
ふ
事
で
あ
っ

た
が
、
ど
う
も
さ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
で
、
取
敢
へ
挙
、

影
印
本
に
就
い
て
、
大
雑
把
に
見
た
所
か
ら
推
定
す
る
と
、
そ

０
書
寫
の
形
式
、
そ
の
他
か
ら
見
て
、
民
國
に
な
っ
て
作
ら
れ

た
寫
本
で
あ
る
事
に
間
違
ひ
な
い
と
思
ふ
。
そ
れ
で
梁
序
に
も
。

傅
紗
本
と
し
て
古
妙
本
と
せ
申
、
そ
こ
ち
あ
た
り
極
め
て
曖
昧

に
書
い
て
居
る
事
も
う
な
づ
け
る
。
梁
序
に
も
あ
る
通
り
、
古

紗
本
の
明
賓
録
は
希
壇
の
１
　
で
あ
る
か
ら
‘
、
昭
和
の
璧
中
の
秘

書
八
百
。
除
種
の
中
、
名
梨
精
妙
が
一
つ
も
た
く
て
、
明
賓
録
一

種
の
み
、
燦
然
と
輝
く
と
い
ふ
事
は
あ
り
得
･
≪
ｓ
ｅ
で
、
矢
張

り
民
國
寫
本
だ
か
ら
、
光
を
失
っ
て
特
去
。
ら
れ
る
運
命
を
免
れ

た
も
の
と
思
ふ
。
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こ
れ
を
我
が
古
齢
本
に
統
べ
る
時
、
そ
０
内
容
に
は
＞
記
事
ｆ

０
脱
落
も
間
々
あ
り
、
叉
誤
字
脆
字
も
少
か
ら
す
あ
る
、
然
し
。

こ
０
本
に
よ
っ
て
、
我
が
國
０
も
０
を
訂
正
し
得
る
鮎
も
可
成

り
・
あ
る
の
で
’
そ
’
の
正
躍
さ
の
程
度
か
ら
見
て
、
大
醒
上
野
圖

書
館
本
に
比
す
べ
き
も
９
と
思
ふ
・
然
し
、
何
分
原
鈴
本
が
、

古
砂
本
で
な
い
と
す
れ
ば
、
後
人
の
手
入
れ
も
慄
想
さ
れ
て
、

　

１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ

古
さ
と
い
ふ
腹
威
が
た
い
事
は
止
む
を
得
た
い
。
侭
一
言
し
た

様
に
、
同
書
に
は
、
崇
祓
賓
録
十
七
巻
が
含
ｔ
れ
て
居
る
事
は

注
目
さ
れ
て
よ
い
。
然
し
、
戸
れ
は
清
初
９
私
の
編
纂
物
で
あ

ら
う
と
思
は
れ
る
事
は
、
一
例
を
示
す
と
、
満
洲
朝
廷
を
「
建

州
」
、
「
奴
酋
」
と
い
は
す
≪
清
と
孵
し
て
居
り
、
明
廷
の
勅
撰

書
で
は
決
し
て
あ
久
得
な
い
形
式
を
示
し
て
居
る
。
崇
祓
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

も
の
に
開
し
て
は
却
っ
て
談
遷
の
國
権
あ
た
り
が
量
質
共
に
、

優
れ
。
で
居
る
様
で
あ
る
。
恂
、
梁
本
崇
頴
賓
録
。
と
い
っ
た
種
類

の
も
の
は
、
他
に
も
あ
り
得
る
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　

ノ

　

以
上
は
私
の
寓
目
し
た
を
の
で
あ
る
が
、
未
見
の
も
０
に
求

那
の
鈴
本
が
Ｉ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

京
師
圖
書
館
木

　
　

こ
０
書
は
、
賢
に
清
史
朧
６
　
纂
の
際
、
明
賃
録
の
底
本
と
し

　

て
選
ば
れ
た
も
の
で
、
本
邦
諸
學
者
・
は
翠
げ
て
、
未
見
り
こ
０
。

　

書
を
以
て
古
鈴
本
賓
録
中
の
白
眉
と
推
定
し
て
居
た
。
然
る
に
、

　

孟
森
氏
の
記
載
に
依
れ
ば
「
武
宗
朝
は
残
訣
尤
も
甚
し
く
、
嘉

　

靖
賓
録
も
訣
あ

心
」
と
＆
ｔ
か
ｔ
ｉ
>
、
必
し
も
こ
の
種
の
馴
の
。
χ

　

王
座
に
推
す
謬
に
は
ゆ
か
ぬ
ら
し
い
。
こ
の
書
の
萬
暦
泰
昌
天

　

啓
の
部
戎
現
に
京
大
、
東
洋
文
庫
に
そ
の
寫
本
が
蔵
さ
れ
て

　

居
る
。
松
浦
氏
も
推
定
さ
れ
て
居
る
如
く
、
京
師
圖
書
館
本
の
、

　

こ
の
三
朝
０
分
は
、
皇
史
宸
賓
録
そ
の
も
の
で
陰
あ
る
ま
い
か

　

と
思
は
。
れ
る
程
に
精
妙
な
も
の
で
あ
る
。
上
述
せ
し
如
く
’
、
本
。

　

邦
現
存
び
古
鈴
水
中
、
何
れ
も
萬
暦
以
降
の
部
は
難
鮎
が
存
す

　

る
か
。
ら
、
こ
の
寫
本
を
得
た
事
憾
方
に
書
龍
勤
晴
０
事
と
謂
は
三

　

ね
ば
な
ら
ぬ
○

　

！

　
　
　
　

、
『

　
　

恂
そ
の
所
在
の
判
明
し
て
居
る
も
０
に
、
、
災
興
嘉
業
堂
本
が

Ｉ
。
あ
る
。
内
藤
先
班
の
お
話
で
は
、
可
成
り
の
尤
物
で
あ
ら
う
と

　

い
’
ふ
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
梁
序
に
よ
る
と
、
苑
氏
０
天
一

　

閣
所
蔵
の
賓
録
残
本
、
印
ち
太
祖
と
英
宗
０
一
部
が
、
現
に
廣

　

州
圖
書
館
に
あ
る
と
ｓ
ふ
事
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
正
腰
が

　

分
ら
ぬ
。

　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　

恥
し
て
顧
炎
武
手
鈴
木
・
モ
氏
汲
古
原
本
等
に
至
っ
て
は
依
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然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。
も
し
こ
の
内
、
ど
れ
が
分
明
し
て
も
、

　
　

學
界
に
大
波
瀾
を
捲
き
起
す
事
に
違
ひ
た
い
・

　
　
　

以
上
屑
物
０
皆
録
の
所
傅
及
び
古
妙
本
庁
来
歴
を
考
へ
た
。

　
　

兄
る
所
数
種
の
も
の
に
過
ぎ
た
い
が
、
皇
明
賓
録
の
大
冊
を
窺

　
　

ひ
碍
る
と
思
ふ
。

　
　
　

今
、
古
妙
本
の
精
な
る
も
の
を
探
っ
て
、
原
木
に
近
き
も
Ｏ

　
　

を
得
ん
と
す
れ
ば
、
大
鰐
次
の
如
き
方
法
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ら

　
　
　

大
組
洪
武
よ
り
武
宗
正
徳
迄
は
圖
書
寮
本
に

　
　
　

世
宗
ぶ
靖
と
穆
宗
隆
慶
は
上
野
本
を
底
本
と
し
て
内
閣
本
に

　
　
　

よ
り
補
ふ

　
　
　

榊
宗
萬
暦
以
降
は
京
師
圖
書
館
本
に
妹
る

　
　

最
後
に
京
大
所
蔵
本
と
正
式
の
賓
録
と
０
巻
数
の
比
較
表
を
附

　
　

け
る
‥

　
　
　

（
正
式
０
も
の
は
千
頃
堂
書
目
及
び
萬
暦
赳
居
注
に
鯵
り
、
京

　
　
　

大
本
と
異
る
所
は
括
弧
隻
附
し
て
異
同
を
明
か
に
す
）
。

　
　
　
　

太
祖

　

二
五
七

　
　
　
　

太
宗

　

一
三
〇

　
　
　
　

仁
宗

　

一
（
‥
ｔ
ｙ

　
　
　

（
京
大
本

　

五
）

　
　
　
　

宣
宗
二
’
一
五

註①③②④④

英
宗
。
三
六
一

憲
宗

　

二
九
一
″
一

孝
宗

　

二
二
四

武
宗

　

一
九
七

世
宗

　

五
六
六

穆
宗
士
七
〇

祁
宗

　

五
九
四
（
京
大
本

光
宗

熹
宗

八
’

　

（
一
二
）

八
四

　

（
八
七
）

･辺見④

京
師
圖
書
館
寫
本
五
九
六

内
聞
宛
本

　
　
　
　

四
七
）

上
野
国
書
館
所
蔵
、
萬
暦
起
居
注
、
十
六
年
三
月
甲
申
の
條
、

吋
こ
の
起
居
注
に
就
い
て
は
、
同
學
今
西
君
の
「
明
の
起
居
注
」

史
林
十
九
巻
四
耽
所
載
を
參
附
の
事
。
｀

　

バ

　
　
　

、
。

本
論
附
記
參
照
　
０

　
　
　
　
　
　

ｙ
ヽ

起
居
注
十
六
年
五
月
の
、
大
學
士
申
時
行
の
上
奏
文
の
中
に
、

寫
本
の
出
床
上
つ
仁
分
か
ら
上
泌
じ
ぢ
事
を
尨
べ
る
と
同
時
に

　

「
伏
望
。
皇
上
ほ
之
座
右
時
。
賜
者
槻
。
降
等
参
甚
。
一
謹
具
題

以
聞
」
と
逍
べ
て
居
芯
。
浦

江
蘇
國
學
岡
書
館
本
の
條
參
昭
一
。

青
丘
學
叢
十
三
胱
、
小
田
省
吾
氏
「
牛
島
現
存
の
皇
明
賞
蜂
に

就
て
」
。

附
記
參
照
。

岩
淵
三
郎
「
紅
葉
仙
交
庫
と
書
物
奉
行
」
二
〇
一
頁
‐
二
〇
三

訪-



ｐ

頁

　

(ﾇ

⑧
｀

　

仁
宗
蜜
蜂
は
永
楽
二
十
二
年
の
分
が
'
Ａ
巻
＞
洪
煕
元
年
が
五
巻

　
　

あ
っ
て
、
内
閣
本
は
洪
煕
の
分
し
か
な
い
。

⑥參

今
西
學
士
［
剛
］
の
起
居
注
に
就
い
て
」
參
照
。

岡
省
寮
本
は
、
紳
田
先
生
の
お
話
で
は
、
元
、
柴
野
氏
の
所
有

で
あ
っ
た
と
の
事
で
み
る
が
、
そ
の
節
時
間
が
な
く
て
詳
し
く

承
は
る
事
が
出
来
な
か
っ
む
。
そ
の
後
怠
っ
て
、
先
生
に
お
問

ひ
す
る
こ
と
も
せ
ナ
、
必
然
と
褒
表
す
る
こ
と
を
深
く
お
詑
び

す
る
も
の
で
あ
る
謬

⑥

　

森
氏
前
褐
本
。

　
　

こ
ｏ
書
西
蜃
裁
を
流
一
べ
る
と
、
形
の
大
き
’
は
縦
’
一
四
元
何

一
横
八
・
九
糎
で
、
表
は
賓
綾
子
で
装
釘
さ
れ
、
中
ｏ
様
式
は
現

　

在
満
洲
國
か
ぢ
出
版
さ
れ
ｔ
居
る
清
朝
霞
録
と
、
大
懺
同
じ
も

　

の
で
、
甚
だ
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
。
違
ひ
ど
い
へ
。
ば
唯
記
事
の

　

切
れ
目
ゝ
句
讃
湊
等
の
が
小
’
作
圏
が
成
岨
賓
録
の
方
は
、
朱
有
Ｉ

’
・
於
る
位
で
あ
る
。
同
１
　
の
永
察
帝
の
謐
は
「
成
組
啓
天
弘
道
高

　

明
肇
蓮
聖
武
祁
功
純
仁
至
孝
文
皇
帝
」
と
な
っ
て
居
る
が
、
・
こ

　

の
謐
は
嘉
靖
十
七
年
に
上
の
様
に
改
め
た
０
で
、
帝
の
元
来
の

⑩
森
氏
の
Ｊ
揃
本
に
御
文
庫
始
末
に
記
を
引
き
べ
咳
政
十
一
扉
六
月

　

｀
謐
は
「
太
宗
醗
天
弘
道
高
明
廣
運
聖
武
祁
功
純
仁
至
孝
文
皇
帝
」

　
　

十
八
日
是
よ
り
先
豊
後
咋
惰
藩
主
毛
利
川
『
裳
守
高
翰
瓢
父
雁
勢

　
　
　

｀
ト

　

’
バ

　
　

”
‘

　
　

’
｀
‘

　

：
‘
プ
’
』
－
・

　

―
゛
－
ｓ
―
｀

　

ｂ
‘
・

＠.⑩⑩＠⑩

守
高
標
が
蔵
書
の
内
二
萬
鎗
巻
を
献
す
。
是
日
進
献
杯
を
林
大

學
頭
衡
、
同
又
三
郎
煌
栓
閲
し
、
文
庫
と
昌
平
坂
學
問
所
に
分

牧
せ
ん
が
た
め
、
書
樅
を
文
庫
に
輪
鐙
す
」
と
あ
る
。
内
閣
本

明
賞
録
の
殲
書
印
か
ら
高
標
の
蔽
'
Ｅ
ｌ
'
;
＾
坂
本
置
の
事
が
分
る
。
。

小
田
氏
前
掲
文
、

近
日
出
版
の
仮
定
。

　
　
　
　
　
　
　

’

満
州
學
報
第
六
「
瀋
秘
閻
書
館
蔵
明
賞
錐
に
就
い
て
」
。

本
誌
Ｒ
鴛
淵
軟
授
が
詳
述
さ
れ
る
筈
○
’
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

’
゛

國
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
笹
二
本
第
三
分
孟
森

「
泌
史
稿
中
娃
州
衛
考
辨
」
三
三
四
頁

附
記
。

東
洋
文
庫
所
蔵
成
岨
賓
録
残
本
に
就
い
て

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
’
の
衣
阻
賓
録
以
外
の
他
０
古
鈴
本

即
ち
本
文
に
引
用
し
て
あ
る
賞
録
は
、
凡
て
、
後
者
の
謐
を
使

用
し
ｔ
居
る
い
の
で
ヽ
東
作
文
庫
口
こ
０
一
冊
か
嘉
峰
以
後
の
寫

木
と
言
ひ
得
る
根
抹
と
な
る
・
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
０
　
書
が

萬
暦
帝
の
左
右
に
備
へ
た
も
り
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
次
の
引

用
文
に
よ
っ
て
Ｉ
明
瞭
に
な
る
と
忍
ふ
。
即
ち
萬
暦
起
＆
注
の
同

十
六
年
五
月
戊
子
の
條
に

　

大
學
士
冲
時
行
等
題
。
（
中
略
）
今
自
大
組
起
及
累
朝
訓
録
。

　

都
謄
寫
浪
浪
進
雪
。
有
幾
部
就
進
幾
部
米
。
欽
此
。
’
臣
等
査

　

得
。
μ
聘
十
三
年
重
書
賓
訓
賞
録
。
降
勅
開
館
。
及
用
校
對

’
謄
録
等
項
密
生
数
多
。
蓋
皇
岨
世
宗
。
欲
以
組
宗
謨
列
。
ヽ
開
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之
金
面
玉
函
。
以
帷
萬
世
之
信
。
所
重
在
于
尊
蔵
。
今
皇
上

　

特
命
謄
寫
。
是
欲
以
累
朝
典
故
。
置
之
法
官
秘
殿
。
以
備
乙

　

夜
之
観
。
所
重
在
于
便
覧
。
故
臣
等
塞
謂
。
訓
録
奮
本
式
様

　

○
、
ｏ

　
　

ｃ

ｏ
　
　
ｏ
ｏ

ｏ
　
ｃ
（
）
ｃ
　
ｏ
ｏ
ｏ
〇
･
-
>

ｏ

ｎ
　
　
ｏ
ｏ

。
寛
詞
。
今
宜
梢
斂
。
改
従
書
冊
。
著
本
簡
峡
繁
多
。
今
宜
併

　

省
不
拘
巻
数
。
（
中
略
’
）
上
是
之
。
印
降
子
勅
論
串
時
行
等

　

日
。
（
中
略
）
祖
宗
之
訓
諭
。
乃
今
朝
之
史
鑑
。
豊
可
不
得
而

　

知
之
。
（
中
略
）
乃
命
卿
等
。
将
在
閣
累
朝
訓
録
副
本
。
装
漢

　

成
書
快
。
以
便
朝
夕
観
覧
一
以
下
略
）

と
あ
る
。
右
の
記
事
か
ら
推
定
す
る
と
、
嘉
靖
十
三
年
皇
史
宸

賓
録
改
寫
０
時
、
太
宗
貨
録
は
成
祖
吉
諭
に
毒
き
改
め
た
事
が

窺
へ
る
。
そ
れ
か
ら
萬
暦
帝
使
川
本
は
、
皇
史
宸
本
を
縮
少
し

て
、
書
冊
の
形
式
に
な
し
た
事
が
窺
ひ
得
る
。
翻
夕
て
、
東
洋

文
庫
本
に
就
い
て
。
見
る
と
、
同
書
は
巻
六
十
】
、
六
十
二
の
こ

巻
が
含
ま
れ
、
前
者
は
二
十
葉
、
後
堵
は
残
映
が
あ
つ
「
二

三
四
五
諮
と
十
五
、
十
六
、
４
　
七
葉
の
七
葉
全
部
で
二
十
七
菓

’
が
一
冊
に
な
っ
て
居
６
、
大
殷
永
楽
七
年
三
月
前
後
の
記
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

収
め
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
で
大
殷
原
本

　

一
冊
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
そ
の
事
は
次
０
引
用
に
よ
る
。
即
ち
同
じ
く
起
居
注
０
萬

暦
十
七
年
九
月
十
六
日
庚
甲
の
條
に
・

　

「
成
岨
文
鳥
希
貰
鎌
。
自
奉
天
靖
難
事
蹟
。
ｆ
圭
永
啓
一
十
二
１
年

　

八
彫
止
。
凡
一
百
三
十
春
。
共
計
四
十
六
水
。
装
漬
成
峡
。

　

共
篤
六
套
」

と
あ
る
。
四
十
六
冊
だ
か
ら
、
一
冊
平
均
二
巷
乃
至
三
春
と
た

る
謬
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之

　

以
上
の
事
か
ら
、
東
洋
文
庫
の
成
岨
喪
鎌
は
萬
暦
帝
使
用
本

と
い
ふ
結
論
が
出
た
の
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
古
抄
本
太
宗

賓
録
は
ど
う
な
る
か
と
い
ふ
と
、
こ
れ
は
内
閣
副
本
の
寫

　

で

あ
ら
う
と
思
ふ
。
副
本
は
内
閣
に
あ
り
、
且
汚
れ
た
か
ら
、
嘉

靖
の
時
０
改
寫
に
は
開
係
な
く
、
恐
ら
く
そ
の
ま
ゝ
鳶
か
れ
た

の
で
、
謐
０
太
宗
云
々
も
薔
０
如
く
賤
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
。

萬
暦
帝
使
用
水
は
こ
の
内
閣
ぼ
水
を
寫
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
時
に
は
太
宗
を
成
阻
に
改
め
て
、
帝
に
進
呈
し
た
と
見
る
べ

き
で
あ
ら
う
。

　

欄
筆
す
る
に
象
っ
て
ヽ
希
厘
の
書
£
見
せ
て
頂
い
た
各
官
廳

の
方
･
<
f
-
Ｗ
-
殊
に
、
東
洋
文
庫
の
岩
井
先
生
、
李
王
城
の
小
田

光
生
に
は
特
別
の
使
宜
を
取
計
っ
て
頂
い
た
ｏ
で
、
厚
く
御
曽

嘸
し
あ
げ
る
玖
第
で
あ
る
。
又
閔
曽
に
出
向
く
の
に
必
要
な
一

切
の
こ
と
は
畢
げ
て
恩
師
羽
田
先
生
ｏ
お
計
ひ
で
あ
り
、
拙
い

　

［
篇
を
草
し
て
師
恩
に
報
Ｓ
-
Ｈ
ｒ
Ｓ
｡
と
思
ふ
。
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